
 

 
（第２号様式）（用紙日本工業規格Ａ３横長型） 

神奈川県教育委員会教育長 殿                      提出日：令和５年４月 28 日 
学校名：県立津久井浜高等学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 20日実施） 

総合評価（３月 25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の学習意
欲を高め、未来
を切り拓くこと
のできる自立し
た学習者を育て
る。そのための
教育課程を編成
する。 
 
 
 
②生徒の主体性
を育むため学校
行事・探究活動
等 を 活 性 化 さ
せ、社会に通用
する人間を育て
る。 

①形成的評価に
対する校内理解
をさらに進め、
生徒の学習意欲
を引き出す授業
研究を行う。教
育課程について
は 改 善 を 続 け
る。 
①一人一台端末
を効果的に取り
入れられるよう
授 業 研 究 を 行
う。 
②学校行事・探
究活動への取り
組み方を個々人
に考えさせ、自
ら未来を切り拓
くことのできる
人間を育てる。 

①形成的評価の校
内理解を深め、一
人一台端末を効果
的に取り入れ生徒
の学習意欲を引き
出す授業研究を行
い、指導の改善を
目指す。教育課程
を常に見直す。 
②行事を通して親
睦を図る中で、他
者とのコミュニケ
ーションを積極的
に構築し、自己の
可能性を広げる。
「総合的な探究の
時間」での取組み
を中心に、他者と
のより良い人間関
係を構築できるコ
ミュニケーション
能力を高めるよう
な指導を行う。 

①形成的評価の
理解が深まり、
生徒の学習意欲
を引き出す授業
研 究 が で き た
か。 
 
 
② 行 事 を 通 し
て、他者に積極
的に関わり、自
己の世界を広げ
ることができた
か。 
 
 
②各生徒が自己
のコミュニケー
ション能力の向
上を確認するこ
とができたか。 

①形成的評価の校
内理解を深めるこ
とはでき、一人一
台端末を効果的に
取り入れ生徒の学
習意欲を引き出す
授業 研究を 行っ
た。また、教育課
程の見直しを行っ
た。 
②津浜祭が無事に
実施できた。多く
の生徒が主体的に
参加し、運営や発
表を通じて自己成
長に繋げることが
できた。 

①形成的評価の理
解は深まったが、
一人一台端末を効
果的に取り入れ生
徒の学習意欲を引
き出すためには、
さらなる授業改善
を続けていく必要
がある。 
② 後 夜 祭 に つ い
て、実施方法や時
間設定など、生徒
への教育効果がよ
り効果的なものに
なるよう検討をす
すめるとともに、
より多くの人が楽
しめるイベントと
しての実現を目指
していく。 

①校内評価から、形成的
評価への理解や運用が深
まったことがうかがえ
る。一人一台端末の活用
については、今後さらな
る研修を深め、授業改善
に活かしていただきた
い。また、中高で連携し
授業見学の場を設定して
いただきたい。 
 
①中堅進学校としての学
習補償について、具体的
な目標や取り組みを学習
指導の方針に位置付けて
はどうか。 
 
②津浜祭については、コ
ロナ禍にあっても生徒が
主体的に参加し、工夫を
凝らしている様子がうか
がえた。 

①個々の職員の形成的評価に関
する理解が深まり、より生徒の
実態を反映した成績決定に資す
るものとなった。 
 
①一人一台端末を活用した授業
展開については、全体的に活用
状況が進んでいるものの、依然
教科や職員間における差異が見
られる。ＩＣＴを活用した授業
を見学する期間を設けたが、十
分に生かされているとは言え
ず、実施方法の見直しが必要で
ある。 
 
②コロナ禍により見送られてい
た津浜祭が、校内発表のみでは
あったが実施された。制限のあ
る中ではあったが、結果として
生徒の自主性や協調性を育む行
事となった。 

①新学習指導要領の理念の再確
認と、それに基づく指導力向上
について、研修や授業研究等を
通じあらためて職員の共通理解
を深め、より一層組織的な授業
改善に取り組む 
 
②ＩＣＴ機器を活用した授業例
について、参考になる映像や資
料を職員で共有し、意識の向上
を図るとともに、授業見学や校
内研修などを積極的に計画・実
施し、一人一台端末の活用をさ
らに広め、学習効果を高める工
夫を組織的に行う。 
 
③インクルーシブ教育実践推進
校として、総合的な探究の時間
等を活用し、他者とのかかわり
やコミュニケーション能力の向
上を目指したワークショップを
実施する。 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①基本的生活習
慣 の 確 立 を 図
る。 
 
 
 
 
 
 
②部活動等を通
し、自己肯定感
を高め、自己理
解・多様性の理
解につなげる。 
 
 
 
 
 
 
 
③生徒個々の理
解のため組織的
な対応をし、ユ
ニバーサルデザ
インの考え方に
基づいた居心地
の良い学校をつ
くる。 

①登下校指導を
含めた日々の取
り組みで基本的
な生活習慣の確
立を図る。 
①挨拶の励行を
勧め、社会に通
用する生徒を育
てる。 
②命の大切さを
伝え、生徒が自
己肯定感を高め
られるような教
育を推進する。 
 
 
 
 
 
 
 
③共生社会実現
のため、また生
徒理解のため、
組 織 的 に 対 応
し、ユニバーサ
ルデザインの考
え方に基づいた
全ての生徒にと

①登下校指導や昼
休みの立番指導等
での挨拶や言葉掛
けを通して、基本
的な生活習慣を涵
養するとともに、
校則に則った身だ
しなみを意識する
よう指導を行い、
その後の個別指導
につなげる。 
②部活動間の交流
や協力によって、
さらに学校全体を
盛り上げていく仕
組みを作ってい
く。生徒個々が生
徒会行事等で活躍
し、達成感を得ら
れる場を創出す
る。 
③視覚的支援を中
心に、すべての生
徒が生活しやすい
環境を整える。ま
た、学習支援の充
実を図る。 
 
 

①登下校指導や
立番指導を通し
て、身だしなみ
についての日常
指 導 が で き た
か。生徒個々の
挨拶の意識を高
めることができ
たか。また、違
反生徒への効果
的な個別指導が
できたか。 
②部活動間の交
流や協力ができ
たか。個々の部
活動の取り組み
を学校全体の活
性化に繋げるこ
とができたか。 
 
 
③ユニバーサル
デザインの考え
に基づく環境整
備が行えたか。
また、学習支援
体制について、
様々な実践を行
うことができた

①登下校指導を行
った週の身だしな
みに関する違反生
徒数は、行わない
週に比して激減し
た。また、校内で
挨拶を交わす生徒
数は増えてきた。 
②津浜祭などの行
事準備や運営に、
部活動・同好会が
主体的に協力する
ことができた。 
生徒から学校への
要望について、生
徒会執行部と話し
合い、問題解決に
向けて努めること
ができた。 
③各階に校舎案内
図を掲示し、移動
教室などの際に役
立てることができ
た。 
③全教室にホワイ
トボ ードを 設置
し、学習活動等の
諸連絡を周知する
ことができた。 

①秋以降に防寒着
としてパーカ―を
着用する生徒と気
温の低い冬季にス
カートの代わりに
体育ジャージを着
用して登校する生
徒が多くなったの
で、次年度の指導
の仕方を検討して
いく。 
② 「 生 徒 会 目 安
箱」の設置・活用
方法を執行部とと
もに継続的に検討
していく。 
③校舎案内図につ
いては、より分か
りやすい掲示の方
法を検討する必要
がある。 
③教室内のユニバ
ーサルデザインに
ついて、「刺激量
の調整」や「場の
構造化」など学習
活動に集中できる
環境づくりについ
て、職員の共通認

①身だしなみや挨拶の指
導など、熱心に取り組ん
でいる様子がうかがえ
る。生徒同士でお互いに
高め合う活動を考えてみ
てどうか。 
 
②教育相談に関する校内
状況等を学校運営協議会
等に知らせるとともに、
生徒の困り感などについ
て職員の共通理解を深め
ていただきたい。 
 
③インクルーシブ教育実
践推進校として、ユニバ
ーサル・デザインへの移
行を進めていると感じ
る。今後もより一層職員
の共通理解を深め、生
徒・職員共に過ごしやす
い空間づくりに努めてい
ただきたい。 
 
 

①身だしなみの指導を含めた校
則や指導方針について、生徒の
人権に配慮し、現状に即したも
のになっているか検証が必要で
ある。 
 
②生徒の考えを聞くための目安
箱を設置した。今後寄せられた
意見等をどのように取り扱って
いくかを検討する必要がある。 
 
 
③教室内のユニバーサル・デザ
インについては、一定の共通理
解は得られており、生徒が授業
等に集中できる環境作りが実現
できているが、授業のねらいや
内容の提示については、さらに
組織的に取り組む必要がある。 
 
③毎回の職員会議前に、生徒情
報交換会を実施し、気になる生
徒や支援が必要な生徒に関する
情報を共有し、該当の生徒支援
に資することとなった。 

①生徒指導方針について、生徒
支援グループを中心に見直しを
行い、必要に応じて実効性のあ
る、生徒・保護者の理解を得ら
れるものに改定する。 
 
②生徒の主体性を高める方策の
一環として、各種委員会におけ
る生徒の主体的な参加をより一
層活性化し、生徒との協働によ
る学校行事の運営を工夫する。 
 
③玄関にある校舎案内図におけ
る各部屋等の名称を現在の名称
に修正する。また、廊下等に掲
示してある校舎案内図を、さら
にわかりやすくすることで、新
入生や保護者等が安心して校内
を移動できるよう工夫する。 
 
③「本時の目標」「授業内容」
の提示を全教科で取り組み、生
徒が見通しをもって学習できる
環境を整える。 
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って居心地の良
い 学 校 を つ く
る。 
③ケース会議に
おいて個々の支
援 の 充 実 を 図
る。 

 
③教育相談につい
て、個々の生徒に
対する情報共有の
場面を設け、支援
や配慮を充実させ
る。 

か。 
③教員間で、生
徒の情報共有を
行い、組織的に
対象生徒への支
援に生かすこと
ができたか。 

③プロジェクター
などのＩＣＴ機器
の活用により視覚
的支援や学習支援
体制を充実させる
ことができた。 

識が必要である。 
③学習効果向上や
視覚的支援を目指
して、ＩＣＴ機器
の効果的な活用に
ついての職員研修
が必要である。 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひと
りが自己の人生
設計のもと、進
路を選択できる
ように組織的に
支援する。 
 
 
②将来の進路希
望実現のために
努力する人間を
育てる。 

①生徒一人ひと
りが、チャレン
ジ精神を持ち続
け、希望の進路
を実現する選択
ができるよう、
具体的に支援す
る。 
②未来を切り拓
くために努力す
る 人 間 を 育 て
る。そのための
方策を具体的に
提示する。 
 

①教員からの指導
だけでなく、卒業
生からの情報提供
や支援を得て、生
徒各自が明確な進
路希望を持ち、そ
れを実現できるよ
うな指導を行う。 
②スタディーサポ
ートの活用状況の
改善を図るととも
に、新たな適性検
査の導入によっ
て、生徒一人ひと
りの特性や能力を
客観的に把握して
支援を行う。 

①個々の生徒が
様々な情報や支
援を得て、主体
的に進路選択を
行うことができ
たか。 
 
 
②スタディーサ
ポートや適性検
査の結果を、各
生徒に対する有
効な進路指導に
活かすことがで
きたか。 

①公務員志望の生
徒に対して、公務
員採用試験を突破
し、現在公務員と
して働いている卒
業生を招き、講演
を行った。参加生
徒には大きな刺激
となった。 
②スタディーサポ
ートの結果を踏ま
え、担任が面談等
を通して、生徒に
対する学習指導や
進路指導に活かし
ていくことができ
た。 

①公務員・就職希
望の生徒だけでな
く、上級学校進学
志望の生徒に対し
ても卒業生による
講演が可能である
か模索していく。 
 
 
②スタディーサポ
ートだけではなく
他社のシステムの
検討を行い、より
良い学習・進路指
導に関する研究を
行なっていく必要
がある。 

①中堅進学校として、ど
のように進路保障を考え
ているのかつかみづら
い。具体的な取り組みに
ついてさらに明らかにし
ていただきたい。 
 
①中学校側からすると、
高校進学後、何を考え、
自己実現に向けてどのよ
うな目標を持ち、高校生
活を送っているか知る機
会があるとよい。 

①大学・専門学校説明会を実施
し、生徒の卒業後の進路につい
てより明確なイメージを持たせ
た。また、現在公務員として働
く卒業生を招聘し、公務員希望
者に対し準備や心構えについて
講演を実施した。 
 
②スタディサポートによる多角
的な分析を通じ、主に担任や支
援担任が、生徒の特性や進路希
望実現に向けた助言を行うとと
もに、三者面談等で保護者に伝
える場面を設けた。 
 

①生徒の入学当初の進路希望の
実現を目指し、１年生の段階か
ら大学・専門学校説明会等の進
学に係るガイダンスや、卒業生
による進路講演会等を実施し、
生徒の進路に関する意識と学習
意欲の向上を図る。 
 
②特別募集生徒に向けた進路支
援について、１年生の段階から
職員研修会等を開催するなどし
て、充実した支援体制を作る。 
 
③スタディサポートについて
は、今後の活用方法や他の方策
の導入の有無について検討して
いく。 

４ 地域等との協働 

①豊かな人間性
を育むために、
地域等の教育力
を活用する。 
 
 
 
 
② 地 域 に 根 差
し、地域に貢献
できるソーシャ
ル・レスポンシ
ビリティの精神
を涵養する。 

①学校運営協議
会等を通じ、地
域や他校種等と
のコミュニケー
シ ョ ン を 増 や
し、学校外の教
育力をさらに活
用する。 
②状況に応じて
ボランティアや
地域の活動に積
極的に参加する
とともに生徒・
教職員がソーシ
ャル・レスポン
シビリティの精
神 を 身 に 着 け
る。 

①学校運営協議会
等を通じ、大学の
出前授業や同窓会
との協働など、地
域との連携を深
め、教育力を活用
する。 
 
②ボランティアや
地域活動の募集案
内を整理し、最新
の情報を広く生徒
に周知する。ま
た、教職員の積極
的な参加を促す。 
 

①コロナ対策な
どを踏まえ、委
員会活動、部活
動、探究活動を
通じて学校外の
人材活用ができ
たか。 
 
②ボランティア
や地域活動の募
集案内を整理
し、生徒・教職
員の参加数が増
加したか。 
 

①探究活動の一環
で地域魅力化プロ
ジェ クトを 実施
し、地域に貢献し
た。 
 
 
 
②ボランティアや
地域活動の募集案
内を整理し、感染
状況を踏まえて参
加させた。昨年度
より参加者は増加
した。 
 

①各事業所とうま
く 連 絡 が 取 れ な
い、直前に断られ
たなどの課題があ
ったので、事前の
準備を入念に行う
必要があった。 
 
②年間を通したボ
ランティアの計画
を生徒に示し、よ
り多くの生徒や教
職員の参加を促
す。 
 

①生徒が地域の中でリー
ダーシップを発揮できる
場として、中学校を活用
する計画を立てていただ
きたい。 
①コロナ禍が続き、同窓
会として母校になかなか
貢献ができなかったが、
今後は要望に応じて在校
生への支援をしていきた
い。 
①学校運営協議会につい
ては、計画的に開催し、
学校要覧や PTA 広報紙な
どの資料を提示していた
だくことで、より具体的
な提言ができると考え
る。 

①１学年において、総合的な探
究の時間の一環として、地域応
援プロジェクトを実施し、商工
会議所等と協働しながら、地域
の商店や企業の PR ポスターを
作成するなど、生徒が地域社会
をより具体的に知り、興味を高
める活動を行った。 
 
②地域のウォークラリーやマラ
ソン大会におけるボランティア
に生徒が参加し、大会参加者や
スタッフの方たちと交流するこ
とで、生徒が地域貢献をするこ
との意味を実感することができ
た。 

①学校運営協議会については、
集合して行う形に戻し、地域や
本校関係者の指導・助言を直接
聞く場にして、より質の高い学
校経営実現に反映させる。 
 
①総合的な探究の時間を通じ、
今後も継続的に地域にかかわる
プロジェクトを計画し、生徒の
地域貢献に関する意識の醸成を
目指す。 
 
②ボランティアについては、さ
らに多くのボランティアの場を
生徒に紹介し、積極的な参加を
呼び掛ける。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①信頼される学
校 づ く り の た
め、様々な状況
を外部に情報発
信するとともに
事故・不祥事防
止に努める。 
②学校の安全な
環 境 整 備 を 行
い、生徒の学習
環 境 を 保 障 す
る。 

①ＨＰの更新を
素早くし、地域
回覧の回数を増
やし、本校の魅
力をさらにアピ
ールできるよう
にする。 
②生徒の安全を
保障するために
環境整備を進め
る。また、学校
全体の防災意識
を高めるため具
体的な活動を行
う。 

①ＨＰ、地域の回
覧板を用いて、広
い地域、町内会等
を意識した広報活
動を実施する。 
 
②清掃・美化活動
や防災訓練を通し
て、環境整備や安
全・防災に関する
意識の向上を図
る。また、新型コ
ロナ感染対策に必
要な物品を用意
し、生徒の安全な
学習環境を保障す
る。 

①ＨＰ、地域の
回覧板を十分に
活用できたか。 
 
 
 
 
②美化委員や防
災委員の活動を
通して、生徒の
環 境 整 備 や 安
全・防災に対す
る意識の向上が
見られたか。 

①広 報活動 とし
て、ＨＰへの行事
報告の掲載や、地
域の回覧板を用い
た広報誌の配付を
行った。 
②清掃・美化活動
や机上防災訓練を
実施し、環境整備
や安全・防災の意
識の向上を図るこ
とができた。感染
症対 策につ いて
も、必要な物品を
用意して安全な環
境保障に努めた。 

①ＨＰの構造が複
雑になり更新に時
間 が か か っ た の
で、職員間で情報
を共有し迅速な対
応をしていく。 
②防災委員は DIG
研修や防災訓練の
クラス連絡等で活
躍した。美化委員
会については、次
年度はさらに定期
的に美化活動を呼
び 掛 け る な ど し
て、環境美化を推
進していきたい。 

①ＨＰへの掲載は、内容
が不十分で、タイムリー
に広報できていないと感
じた。地域への回覧版が
あるのであれば、学校運
営協議会でも提示してい
ただけるとありがたい。 
 
②防災訓練や防災教育に
ついて、学校としてどの
ように取り組んでいる
か、具体的な内容を周知
していただきたい。 

①ＨＰの内容については、古い
記事等がそのまま残っているケ
ースが散見された。今学校でど
のようなことが行われている
か、また提出が必要な書類等の
周知に学校 HP を効果的に活用
する必要がある。 
 
②防災訓練については、本年度
もオンラインで実施した。DIG
訓練については、ハザードマッ
プを各クラスに配付し、グルー
プ作業で取り組むことで、周辺
の施設等の理解につながった。
本校は海岸から至近距離にあ
り、より実効性の高い防災訓練
を実施する必要がある。 

①津久井浜高校の魅力をより一
層効果的に発信し、本校の理解
を 深 め て も ら う た め に 、
Instagram 等の公式 SNS の活用
を検討する。また、最新の情報
を掲載するように努める。 
 
②生徒・職員の防災意識を高め
るために、より具体的な場面を
想定した避難訓練や DIG 訓練を
実施する。また、防災備品や食
料について、定期的に保存状況
や消費期限等の確認を行い、必
要に応じて交換をしたり、喫食
訓練に回したりするなどして災
害に備える。 



 

 


